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^ 調達等件名の仕様等 入札説明書及び購入
仕様書による。

_ 納入期限 契約締結日の翌日から平成24年
２月28日まで

` 納入場所 購入仕様書による。
a 入札方法
{ 入札金額は総価とし、業務に関する一切
の費用を含めた額とすること。

| 落札決定にあたっては、入札書に記載さ
れた金額に当該金額の100分の５に相当す
る額を加算した金額（当該金額に１円未満
の端数があるときは、その端数金額を四捨
五入するものとする。）をもって落札価格と
するので、入札者は、消費税及び地方消費
税に係る課税事業者であるか免税事業者で
あるかを問わず、見積もった契約希望金額
の105分の100に相当する金額を入札書に記
載すること。

２ 競争参加資格 入札に必要な書類の提出期限
日を審査基準日とする。なお、審査基準日以降、
落札者決定までの間において以下に掲げる条件
を満足しない場合、競争参加を認めないものと
する。
\ 東日本高速道路株式会社契約規程実施細則
第６条の規定に該当しない者であること。

] 納入実績又は製造実績 １件の契約におい
て、次の{または|のいずれかを満足する車
両用防護柵（※１）について、納入実績また
は製造実績のいずれかを証明したものである
こと。
{ ビーム及び支柱を含む完成延長10¶000ｍ
以上のガードレール（※２）。

| 製品としての鋼材重量が260ｔ以上のた
わみ性防護柵（※３）。
※１ 車両用防護柵とは「防護柵の設置基
準・同解説 平成20年１月 社団法人日
本道路協会（以下、「設置基準」という。）
第１章１`２防護柵の定義」に示す車両
用防護柵であること。
※２ ガードレールとは「設置基準 第２
章２`４（解説）\`２）ｉ）{ａ）ガー
ドレール」に示すガードレールであるこ
と。ただし、「設置基準 第２章２`２
１．種別の設定」に示す強度及び設置場
所に応じた種別は問わない。

※３ たわみ性防護柵とは「設置基準 第
２章２`２ ２．\`２）{たわみ性防
護柵」に示すたわみ性防護柵であること。
ただし、「設置基準 第２章２`２ １．
種別の設定」に示す強度及び設置場所に
応じた種別は問わない。

^ 納入製品及び製造体制 納入製品について
次の{を、製造体制について次の|の条件を
満足することを証明していること。
{ 納入製品が当該製品に対応するＪＩＳ規
格に適合又はそれと同等以上（※４）と認
められる製品であること。

| 納入製品の製造工場において品質管理に
関する国際規格ＩＳＯ又は製造国の規格に
基づく品質管理が行われていること。
※４ 同等以上の品質を有するものとし
て、海外の資材を納品する場合は、海外
建設資材等品質審査・証明事業実施機関
（財団法人土木研究センター、財団法人
建材試験センター等）が発行する海外建
設資材等品質証明書にて資材の品質を証
明されたものであること。

３ 入札書等の提出場所等
\ 入札書等の提出場所、契約条項を示す場所、
設計図書等の取得場所及び問い合わせ先
〒980`0021 仙台市青葉区中央３`２`１
東日本高速道路株式会社東北支社 技術部
調達契約課 課長代理 黒澤 準 電話

022`217`1726

] 設計図書等の取得方法
ａ）取得期間 平成22年11月８日から平成23

年１月６日までとする。
ｂ）取得方法 東日本高速道路株式会社の
ホームページから入手するものとする。

^ 入札書等の提出期限 平成23年１月６日午
後４時00分までに持参又は郵送すること。（郵
送の場合は書留郵便とし、同日同時刻必着の
こと。また、電送による提出は認めない。）

_ 開札の日時及び場所 平成23年１月24日午
後１時30分 東日本高速道路株式会社東北支
社会議室

４ その他
\ 契約手続において使用する言語及び通貨
日本語及び日本国通貨

] 入札保証金及び契約保証金 免除

^ 入札者に要求される事項 この一般競争に
参加を希望する者は、封印した入札書に本公
告記２]及び^に示す内容を証明する書類を
添付して入札書の提出期限までに提出しなけ
ればならない。
入札者は、開札日の前日までの間において、
契約責任者から当該書類に関し説明を求めら
れた場合は、それに応じなければならない。

_ 入札の無効 本公告に示した競争参加資格
を有しない者がした入札及び入札に関する条
件に違反した入札は無効とする。

` 契約書の作成の要否 要。
a 落札者の決定方法 本公告に示した調達に
係る入札書を提出した入札者であって、契約
制限価格の範囲内で最低価格をもって有効な
入札を行った入札者を落札者とする。

b 手続における交渉の有無 無。
c 入札に関する一般的な質問については、『入
札参加に必要な書類や入札に関する「よくあ
る質問」と回答http://www.e-nexco.co.jp/

bids/info/capacity/pdfs/faq.pdf』を参照の
こと。

d 詳細は、入札説明書による。
５ Summary

\ Contracting Eentity : Mikio Kashima, Di-

rector General of Tohoku Regional Head

office, East Nippon Expressway Company

Limited

] Classification of the products to be pro-

cured : 9

^ Nature and quantity of the products to be

purchased : Beam of the Guard Fence

23,800pieces, Post of the Guard Fence

24,800pieces, Beam of the Box Beam 500-

pieces, Post of the Box Beam 1,700pieces,

_ Delivery period : from the next day of a

conclusion of a contract day through 28

February 2012

` Delivery place : As shown in the specifi-

cations

a Qualification for participating in the ten-

dering procedures : Suppliers eligible for

participating in the open tender are who

shall :

{ not come under Article 6 of the East

Nippon Expressway Company Limited

regulation concerning the contract pro-

cedures

| are qualified for ÚAnotherÙ in terms of

the classification of Úmanufacturing or

distributing of goodsÙ through the Exami-

nation of Qualifications for the Participa-

tion in the Competitive Tenders for pro-

curing Machinery and Equipment East

Nippon Expressway Company Limited.

} are proven to have actually sold, manu-

factured or delivered concerned products

or products with similar performance of

concerned products.

b Time-limit for tender : 4 : 00 P.M., 6 Janu-

ary 2011

c Contact point for the notice : Hitoshi

Kurosawa Assistant Manager of Procurem-

ent and Contract Division, Engineering,

Technology and Procurement Department,

Tohoku Regional Head office, East Nippon

Expressway Company Limited, 3`2`1

Chuo, Aoba-ku, Sendai City, 980`0021, Ja-

pan Tel 022`217`1726

入 札 公 告（建設工事）

次のとおり一般競争入札に付します。
平成 22年 11月８日

支出負担行為担当官
関東地方整備局長 菊川 滋

◎調達機関番号 020 ◎所在地番号 11

〇第１号
１ 工事概要
\ 品目分類番号 41

] 工事名 さがみ縦貫田端第三高架橋工事
（電子入札対象案件）

^ 工事場所 神奈川県高座郡寒川町田端地先
_ 工事内容 工事延長 Ｌ＝230•0N
鋼４径間連続ラーメン箱桁橋
橋長：230•0N 支間長：56•0N＋67•0N

＋60•0N＋47•0N
門型ラーメン式鋼製橋脚：３基
工場製作工：
鋼橋上部 約1¶750t

鋼製橋脚 約830t

工場塗装工：約38¶700N２

現場塗装工：約2¶800N２

架設工（トラッククレーン架設）：１式
支承工：１式
伸縮装置工：１式
落橋防止装置工：１式

` 工期 平成24年６月29日まで。
a 使用する主要な資機材 鋼材 約2¶580t
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